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【出願番号】特願2013-55953(P2013-55953)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月26日(2015.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　未だ開始していない可変表示について、保留記憶として記憶可能な保留記憶手段と、
　前記有利状態に制御するか否かを決定する決定手段と、
　前記決定手段による決定前に、前記有利状態に制御されるか否かを判定する判定手段と
、
　前記判定手段の判定結果にもとづいて、当該判定対象となった可変表示が開始される前
の可変表示において所定演出を実行する所定演出実行手段と、
　保留記憶が記憶されたことにもとづいて、前記判定手段の判定対象となった可変表示が
開始される前の特定の可変表示を特定可能な特定演出を実行可能な特定演出実行手段とを
備え、
　前記所定演出実行手段は、前記特定演出実行手段によって実行される前記特定演出によ
り特定される前記特定の可変表示において所定演出を実行可能である
　ことを特徴とする遊技機。　　
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能なパチンコ遊技
機等の遊技機に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　しかし、特許文献１に記載された遊技機では、所定演出が実行されることをあらかじめ
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遊技者が認識することはできない。そのため、所定演出が実行されるまでの遊技に対する
興趣を十分に向上させることはできない。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　そこで、本発明は、所定演出が実行されるまでの遊技に対する興趣を向上させることが
できる遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
（手段１）本発明による遊技機は、可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態（例
えば、大当り遊技状態）に制御可能な遊技機であって、未だ開始していない可変表示につ
いて、保留記憶として記憶可能な保留記憶手段（例えば、第１保留記憶バッファ、第２保
留記憶バッファ）と、有利状態に制御するか否かを決定する決定手段（例えば、遊技制御
用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ６１を実行する部分）と、決定手段に
よる決定前に、有利状態に制御されるか否かを判定する判定手段（例えば、遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０におけるステップＳ１２１６Ａ，Ｓ１２１６Ｂを実行する部分
）と、判定手段の判定結果にもとづいて、当該判定対象となった可変表示が開始される前
の可変表示において所定演出（例えば、先読み予告演出）を実行する所定演出実行手段（
例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ８００Ａの決定結果
にもとづいてステップＳ８００４で選択したプロセステーブルに従ってステップＳ８００
７，Ｓ８１０５を実行する部分）と、保留記憶が記憶されたことにもとづいて、判定手段
の判定対象となった可変表示が開始される前の特定の可変表示を特定可能な特定演出（例
えば、図５２（３）（４）に示す態様で先読み予告演出が開始される変動表示となるまで
カウントダウンするような態様の演出）を実行可能な特定演出実行手段（例えば、第３の
実施の形態において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ６０１０，
Ｓ６０１１Ａ，Ｓ６０１２Ａ，Ｓ８３１４Ａ，Ｓ８３１６Ａを実行する）とを備え、所定
演出実行手段は、特定演出実行手段によって実行される前記特定演出により特定される前
記特定の可変表示において所定演出を実行可能である（例えば、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、ステップＳ８３１３で先読み予告開始前カウンタを１ずつ減算してい
き、ステップＳ８３１４で先読み予告開始前カウンタの値が０となったことにもとづいて
ステップＳ８３１６で先読み予告実行中フラグをセットし、ステップＳ８００３で先読み
予告実行中フラグがセットされていることにもとづいてステップＳ８００４で選択したプ
ロセステーブルに従ってステップＳ８００７，Ｓ８１０５を実行することによって、先読
み予告演出を開始する）ことを特徴とする。そのような構成により、所定演出が実行され
るまでの遊技に対する興趣を向上させることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
（手段２）手段１において、所定演出実行手段は、判定手段の判定対象となった可変表示
が開始される前の複数の可変表示において所定演出を実行可能であり（例えば、演出制御
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用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ６００６において、図３８に示すように、
先読み予告演出の実行回数として２回や３回を決定可能である）、特定演出実行手段は、
所定演出の実行回数にかかわらず、判定手段によって有利状態に制御されると判定された
場合と有利状態に制御されないと判定された場合とで、異なる割合で複数種類の特定態様
（例えば、特殊保留表示Ａ（青色の丸形表示）と特定保留表示Ｂ（赤色の丸形表示））の
うちのいずれかの特定態様を選択して保留表示の表示態様を変化させる（例えば、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ６０１０で演出態様Ａであればステップ
Ｓ６０１１で特殊保留表示Ａに変更し、ステップＳ６０１０で演出態様Ａでなければ（演
出態様Ｂであれば）ステップＳ６０１２で特殊保留表示Ｂに変更する。図３７に示すよう
に、演出態様Ａと演出態様Ｂとで大当りに対する期待度（信頼度）が異なることから、特
殊保留表示Ａと特殊保留表示Ｂとで大当りに対する期待度（信頼度）が異なるものとなっ
ている）ように構成されていてもよい。そのような構成によれば、特定態様の種類によっ
て有利状態に制御される期待度が変化するので、遊技に対する興趣を向上させることがで
きる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
（手段３）手段１または手段２において、所定演出実行手段は、判定手段によって有利状
態に制御されると判定された場合と有利状態に制御されないと判定された場合とで、異な
る割合で複数種類の所定演出（例えば、演出態様Ａの先読み予告演出と演出態様Ｂの先読
み予告演出）のうちのいずれかの所定演出を選択して実行し（例えば、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００は、ステップＳ６００４において、図３７に示すように、先読み予
告演出を実行すると決定する場合には、演出態様Ａの先読み予告演出または演出態様Ｂの
先読み予告演出を決定する）、特定演出実行手段は、複数種類の特定態様（例えば、特殊
保留表示Ａ（青色の丸形表示）と特定保留表示Ｂ（赤色の丸形表示））のうちのいずれか
の特定態様を選択して保留表示の表示態様を変化させることが可能であり（例えば、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ６０１０～Ｓ６０１２を実行する）、
所定演出実行手段によって実行される所定演出の種類に応じた特定態様を選択して保留表
示の表示態様を変化させる（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステッ
プＳ６０１０で演出態様ＡであればステップＳ６０１１で特殊保留表示Ａに変更し、ステ
ップＳ６０１０で演出態様Ａでなければ（演出態様Ｂであれば）ステップＳ６０１２で特
殊保留表示Ｂに変更する）ように構成されていてもよい。そのような構成によれば、所定
演出の種類によって有利状態に制御される期待度が変化するとともに、特定態様の種類に
よっていずれの種類の所定演出が実行されるかが示唆されるので、遊技に対する興趣を向
上させることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
（手段４）手段１から手段３のうちのいずれかにおいて、特定演出実行手段は、可変表示
が開始されることにもとづいて、判定手段の判定対象となった可変表示が開始される前の
可変表示に対応した保留表示の表示態様を特定態様に変化させる（例えば、第２の実施の
形態において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ８００８Ｃ～Ｓ８
００８Ｅを実行する）ように構成されていてもよい。そのような構成によれば、保留表示
の表示態様を特定態様に変化させるタイミングを多様化させることができ、遊技に対する
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興趣を向上させることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
（手段５）手段１から手段４のうちのいずれかにおいて、特定演出実行手段は、判定手段
の判定対象となった可変表示が開始される前の特定の可変表示を特定可能な演出に代えて
、特定演出として、可変表示に対応した保留表示の表示態様を特定態様（例えば、特殊保
留表示Ａ（青色の丸形表示）、特定保留表示Ｂ（赤色の丸形表示））に変化させる特定演
出（例えば、先読み予告演出が開始される変動表示に対応する保留表示を特殊保留表示Ａ
や特殊保留表示Ｂに変更する演出）を実行する（例えば、演出制御用マイクロコンピュー
タ１００におけるステップＳ６０１０～Ｓ６０１２を実行する部分）ように構成されてい
てもよい。そのような構成によっても、保留表示の表示態様を特定態様に変化させる演出
を実行する場合と同様に、所定演出が実行されることをあらかじめ遊技者が認識すること
ができ、遊技に対する興趣を向上させることができる。
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